
別紙様式１（高） 

令和４年度 学校経営計画表 
１ 学校の現況 

学校番号 45 学 校

名 

県立土浦第一高等学校 課程 定時制 学校長名 中澤 斉 

教頭名 副校長 片岡 達郎 副校長 ﾌﾟﾗﾆｸ･ﾖｹﾞﾝﾄﾞﾗ 教頭 武田 和子 事務室長名 大森 伸一 

教職員数 教諭 ７ 
養護 

教諭 
１ 

常勤 

講師 
０ 

非常勤 

講師 
０ 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
０ 

事務職

員 
５ 

技 術

職 員

等 

６ 計 24 

生徒数 
小学科 

１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 18 12 15 ５ 16 16 15 ７ 64 40 ４ 

 

２ 目指す学校像 

・豊かな人間性の涵養と人格の形成を図り、自立し、他者と協働して生きていくために身に付けなければならない力を育てる。 

・教職員の共通理解の下、生徒一人一人がもつ能力･適性を生かし、社会に貢献し得る人間の育成を目指す。 

 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

自立し、他者と協働して生きていくために必要な力を育てるとともに、生徒一人一人がもつ

能力や適性を活かし、地域社会に貢献できる人財の育成を目指す。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成を目指すために、生徒相互による学習を通

して基礎学力の向上を図るとともに、個に応じた進路希望実現のための指導の充実を図る。 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

基礎的な知識や技能の習得に向けて努力でき、基本的な生活習慣と規範意識を身に付け、自

立した社会人となるために必要な知識やコミュニケーション能力の育成を目指す。 

 

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 多様な生徒が在籍しており、学力や学習意欲に差が見られる。 社会人として必要な知識をいかに修得させるか。 

特別活動 
運動部及び文化部が月・水・金の週３日、放課後に活動している。

文化祭やクラスマッチ等の行事も豊富である。 

個々のコミュニケーション力を育むとともに、生

徒会等に活躍の場を多く与えることが必要。 

生徒指導 
欠席・遅刻の多い生徒がいる。頭髪の指導や、スマホの使用法に

ついても注意されている。 

基本的な生活習慣を確立し、規範意識をもって行

動できるようにする。 
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進路指導 
生徒の進路意識には大きな差があり、進路希望は多様である。家

庭状況が進路選択の障壁になってしまう者もいる。 

個に応じた進路指導の推進と、進路情報の提供が

必要。 

保健室指導 
不登校を経験している生徒や、人間関係を上手く築くことのでき

ない生徒が多く、年間の相談回数が多い。 

担任や養護教諭を中心に、連携しながら細やかな

サポート体制の構築が必要。 

働き方改革 

全員が複数の校務分掌を担当し協力的に業務を進めている。資料

等のペーパーレス化を推進し、授業や校務の効率化を図ってい

る。 

超過勤務時間が 80時間を超える者はなかったが、

行事の見直しやＩＣＴの活用による教材の共有

化など更なる効率化を推進する。 

 

５ 中期的目標 

１ 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成を目指すために、生徒相互による学習を通して、基礎学力の向上を図る。 

２ 進路希望の多様化に対応できるよう、個に応じた細やかな指導の充実を図る。 

３ 基本的生活習慣の確立と個性の伸長を図り、豊かな人間性・社会性を育成する。 

４ 個別指導を通して生徒理解を深め、適時・適切な指導・助言を行い、細やかな生徒支援を目指す。 

５ 教師と生徒の信頼関係を深め、心の触れ合う学年・ホームルーム経営を推進する。 

６ 生徒と向き合う時間を確保するため、教師の仕事の ICT 化を図り、働き方改革を推進する。  

 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

基礎学力定着と授業の工夫・改善 
・一人一人の能力の向上を図るため、個に応じた授業を行い、基礎学力の定着に努める。 
・授業において、個々の生徒の学習を支援しながら、知識と技能の着実な習得を図る。 
・ICTの活用を含め、全ての教員が学習指導の工夫･改善を図り、分かる授業を実践する。 

進路指導の充実 
・３修３卒希望者へのより積極的な支援に努める。 
・生徒一人一人の希望に沿った細やかな指導を実施し、各生徒の進路実現に努める。 
・進路情報の収集と提供に努め、進路に関するホームルームなどの充実を図る。 

基本的な生活習慣の確立 
・社会の一員であることを自覚させ、責任ある行動がとれる人間の育成に努める。 
・規範意識の高揚を図るとともに、清潔感のある身だしなみを意識させる。 
・挨拶の励行に努め、好ましい人間関係をつくる能力を身に付けさせる。 

個別指導(生徒理解)の充実 

・生徒に対する個々の支援を充実し、細やかな心のケア・学習相談・進路相談を実践する。 
・日常的な関わりを通して、生徒理解を深めるとともに、生徒間及び教員と生徒との望ましい人間
関係を構築する。 

・キャリア・パスポートの活用を通して、生徒の自己理解を促しながら、きめ細かい指導を行う。 

学校情報の積極的な発信 
・学校ホームページを毎月更新し、学校情報を積極的に発信する。 
・教育活動を積極的に紹介し、地域社会にも定時制教育の理解を求め、広報活動を推進する。 

働き方改革の推進 

・会議資料等の紙媒体での配布を控え、デジタルデータで共有するよう努める。 
・ICTの活用を推進し、業務の見直しと効率化を図り、休暇を取りやすい雰囲気等、働き方改革へ
の意識を高める。 

・在校時間管理システム等の活用により、時間外勤務の縮減を図り、勤務時間の適正化に努める。 


